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の総合力を活かした販売数量のシェア拡大と川

上事業の拡充を図ります。関連企業本部は、水

産事業、乳製品事業を確固たる営業収益の柱と

して確立していきます。

持続的成長を目指して

成長に欠かぜ9欠欠欠∵確確

局局局頚頚

局

局鈎翫

頚本局頚局頚猿猿局の栗人に積極的に投資する必要があると考えて

います。戦略的、効率的な投資を実現するぞ
拡大による遠心力と経営理

念、グループブランドによる求心力を最適に組み

合わせ、ガバナンスの確立したグループの経営品

質を更に高めていきます。そのためには、コンプ

ライアンスや環境対策、

CSRなどの取り組みも

不可欠です。

　なお、株主還元については、長期的視点から、

安定配当を継続する方針です。
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大社　啓二
取締役（専務執行役員）
品質保証部、お客様コミュニケーション部、
中央研究所担当

品質No.1は、経営の一部ととらえています。お客様視点の経営に















内田　幸次
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初出荷が待たれるクロマグロの養殖事業
　近年、世界的にマグロの需要が伸びている一方で、マグロの乱獲が問題になり、漁獲凄ボ
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　日本ハムグループは、より豊かな社会、地域づくり

に貢献するために、スポーツ振興をはじめとするさま

ざまな取り組みを行っています。

● スポーツコミュニケーション

　日本ハムグループは、スポーツを通じて人と人が触

れ合う交流の機会を作り、人と人の心がつながるコ

ミュニティづくりに取り組んでいます。

　野球では北海道を本拠地とする「北海道日本ハム

ファイターズ」を所有し、サッカーでは「セレッソ大阪」

の運営に参画しています。全国各地での野球教室や

サッカー教室での技術指導はもとより、目標に向かっ

て取り組む姿勢や人と触れ合うこ

との大切さを伝えていきたいと考

えています。

　また、市民マラソン「ユニセフ

カップマラソン」
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業績の検討及び分析

੷ͷ֓ཁۀ

　当期の日本経済は、期半ばの米国の金融危機に端を発

した世界同時不況が進展する中、輸出や企業業績が大幅

に落ち込み、厳しい雇用情勢に個人消費が影響を受けた

ため、景気は急速に悪化しました。

　当業界においては、高騰していた飼料価格や原材料価

格、燃料価格などは反落したものの、実際のコストに反映

されるまでの時間差の中、食肉の販売価格の急落や消費
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販促効果と内食回帰のトレンドが相まって、全体では前

期比0.9%の増収となりました。

　食肉については、期前半は食肉相場高騰を追い風に国

内での川上部門や販売部門が好調だったものの、期後半

は食肉相場急落や需要の急激な減退などにより非常に

厳しい状況へと様変わりし、前期比2.0%の増収となり
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● 食肉事業本部

　食肉事業本部は、消費者の安全・安心志向を背景に、自

社グループ農場から全国の販売会社までの一貫供給体制
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などに約34億円、東日本フード株式会社などの営業設備

の充実に約28億円、日本フードパッカー株式会社などの

処理・加工設備の更新に約10億ƒ掾約50
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　長期性資産の減損については、資産の帳簿価額の回収が困難
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の意見書は、投資配分決定方法及び制度資産の主要なカテゴリー
を投資家がよりよく理解できるように詳細な開示を要求するこ
とで、確定給付年金資産及びその他の退職後給付制度資産につ
いての財務報告を改善することを目的としています。この基準
書はまた、公正価値を測定するために使用されたインプット及び
評価技法、並びに重要な観察不能なインプットを使用する公正
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3. 市場性のある有価証券及び投資

　2009年及び2008年3月31日現在の「有価証券」及び「その他の投資有価証券」に含まれている負債証券及び市場性のある持分証券
の取得原価、未実現損益及び公正価値は以下のとおりです。
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　その他の市場性のない関係会社株式以外の投資有価証券は、2009年及び2008年3月31日現在、それぞれ2,432百万円（24,815千
米ドル）及び2,452
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　2009年3月31日現在のストックオプション制度の状況の要約及び同日に終了する事業年度の変動は以下のとおりです。
単位：株 単位：円 単位：年 単位：百万円 単位：米ドル 単位：千米ドル

株数
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　2009年、2008年及び2007年3月31日に終了する各事業年度におけるセグメント利益の合計額と継続事業からの税金等調整前当

期純利益との調整表は以下のとおりです。
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